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　10年ぐらい前になりますが、縁が
あって大分県の佐

さ い き

伯市
し

宇
う

目
め

という所
にある中学校の校歌を作らせていた
だきました。そこは山に囲まれた自
然が豊かな所で、ほとんどの方が林
業に携わっていて、その中学校の校
舎は地元の木材を使って建てられた
んです。コの字型の二階建ての校舎
で、真ん中がパティオ（中庭）になっ
ていて、校内は裸足で歩いたら気持
ちがいいだろうなという感じなんで
す。だけど、当初はスチールの机と
椅子を使う予定になっていたんです
ね。それで、おせっかいなんだけど、

「せっかく素晴らしい校舎を造ったん
だから机と椅子も地元の木材で作る
べきですよ」と言ったんです。それで
子どもたちに意見を聞いたら、断然、
木の机と椅子がいいという話になっ
たんですね。机と椅子は背の高さに
合わせて調節できるようになってい
て、入学したときからその子の机と
椅子はその子のもので、それを卒業
するまで使うんです。将来、林業を継
ぐ子が何人いるかわからないけれど
も、日常の中で木の素晴らしさという

ものに接するということは将来につながっていくと思うし、な
によりも思い出の中に蓄積されるでしょう。ものすごくうらや
ましい話ですよね。
　そんなご縁があったので、私も家を建て替えるときに宇目の
木を使わせてもらって、木の家を建てたんです。私は木でできた
ものがすごく好きだし、ほっとするので、テーブルやカウンター
とか、家具なんかも作ってもらいました。私はIUCNの活動もし
ているし、エコな暮らしを基盤として（家を）作りたいというの
がいちばんの夢だったので、できればクーラーに頼らない風通

自然に戻る木をもっと暮らしの中に。
命の大切さを歌い、国際自然保護連合（IUCN）の親善大使として自然保護活動の普及に尽
力しているイルカさんに木と暮らす素晴らしさについて語っていただきました。

イルカさん（シンガーソングライター）の話の話木

イルカ
1950 年東京生まれ。女
子 美 術 大 学 在 学 中 か ら
フォークグループ・シュ
リークスを結成。1974年
にソロデビュー。翌75年
に『なごり雪』が大ヒット
し、シンガーとしての地位
を確立する。78年に長男・
冬馬（とうま）を出産し、2
年間の休業を経て活動を
再開。コンサート活動を中
心に、毎年全国ツアーを続
けている。2004年、国際
自然保護連合（IUCN）の初
代親善大使に任命される。
2010年、母校・女子美術
大学客員教授に就任。ラジ
オのパーソナリティー、絵
本やエッセイの執筆など
多方面で活躍中。

PROFILE

しのいい間取りにしたり、太陽光パネルを付けたり、そういうこ
とを踏まえて設計者とミーティングを重ねました。
　（建て替え前に）庭にあった大きなヤマモモの木も切らない
で、今でも玄関の真ん前で元気に育っているので、毎朝、鳥が
いっぱい来ます。糞

ふん

の掃除が大変ですけど、その中から植えて
いないのに山椒が出てきたりして、「これは鳥がお礼に置いて
いったんだね」とか言っていただいています（笑）。とにかく虫
とか猫とかヤモリとかいろんな生き物がいっぱい来るんですけ
ど、これは木から発している「気」がすごくいいんだろうなと
いう気がします。それまでは鉄筋の家で日本の風土に合ってな
かったので、湿気がすごくて気になっていたんですけど、木の
家はまったく湿気がなくて、夏は涼しいし、冬は暖かいし、とて
も快適です。
　以前住んでいた鉄筋の家を壊したときに、それが自然に戻ら
なくて、すごく罪の意識があったんですね。それで、木造の家を
建てるときに、すべて自然に返るものしか使わないというコン
セプトを立てたんです。木と石と紙。あとは藁

わら

とか土です。和紙
も素晴らしいですよね。私は照明器具とかインテリアにけっこ
う和紙を使って、自分で作ったりしています。ランチョンマット
にしたり、タペストリーにしたり、和紙は手触りもいいし、そう
いうシンプルなインテリアにとっても合います。
　木の家は古くなっても廃墟にならないんですよ。子どもたち
にその家を渡して、たとえ彼らが建て替えるということで壊し
ても自然に戻るから環境に優しいんです。大きな超高層ビルと
かは別として、一般
家庭だったら木造に
して、私たちの暮ら
しの中にもっともっ
と 木 を 取 り 入 れ て
いくべきだと思いま
す。そ の た めには、
木の良さをもっと伝
えていかないといけ
ませんね。

　「製紙工場が木から紙とエネルギーをつくっ
ている」ことに皆さん驚かれたのではないで
しょうか。日本製紙グループはこのように木
を有効に利用しながら、使った分の木を再生し
ていくという、持続可能な事業を営んでいま
す。また、今回インタビューのゲストとしてお
招きしたイルカさんは木でつくられたものに
大変愛情を持っていらっしゃる方でした。最
後におっしゃられた「木の良さ」を伝えていく
ことの重要性には同感です。これからも皆様
に「木の良さ」等をこの紙面上で紹介していき
たいと思います。（藤田）

編
集
後
記

シマフクロウの保護活動について「ねむろバードランドフェスティバル」に出展

　日本製紙（株）は、北海道の東部に位置する
社有林（126ヘクタール）を保護区とし、日本野
鳥の会と共同で絶滅危惧ⅠA類に指定されるシ
マフクロウの保護活動を行っています。2013
年2月、地元根室市において開催された「ねむ
ろバードランドフェスティバル」に出展し、シマ
フクロウの保護活動についての展示をメイン会
場にて行いました。会場には、道内外の愛鳥家や地元の住民など多くの人々が訪れ
ました。国内では140羽しか確認されていないシマフクロウへの関心は高く、その保
護活動に対してご支援のお言葉をいただきました。

TO
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C

木
か
ら
紙
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る

工
場
の
お
は
な
し
。

近
頃
の
オ
フ
ィ
ス
や
家
庭
で
は
、
電
力
不
足
か
ら
節
電
が
常
識
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
の
面
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
太
陽
光
や
風
力
、
地
熱
、
バ
イ

オ
マ
ス
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
多
く

の
製
紙
工
場
で
は
、
木
か
ら
紙
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
紙
の
製
造
工
程
か
ら
出
て
く
る
副
産
物
を

利
用
し
た
発
電
が
長
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
木
か
ら
紙
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る
製
紙
工
場
の
“
今
と
こ
れ
か
ら
”
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

地元の木材を使って建てられた中学校の校舎
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製
紙
工
場
は
発
電
所
と
し
て
も
活
躍
し
ま
す
。

森林

　製
紙
工
場
で
は
、
木
材
チ
ッ
プ
か
ら
パ
ル
プ
を
つ
く
り
、
そ
の
パ
ル
プ
か
ら
紙
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
パ
ル
プ
の
製
造
工
程
で
副
生
さ
れ
る
液
体
（
黒
液
）
を

燃
や
す
こ
と
で
、蒸
気
や
電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
、有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、再
生
可
能
な
資
源
で
あ
る「
木
」か
ら
紙
を
つ
く
る
製
紙
工
場
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
発
電
所
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
で
は
、
再
生
可
能
な
木
質
資
源
等
を
使
い
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
の
持
つ
イ
ン
フ
ラ
や

発
電
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
強
み
を
生
か
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
不
可
欠
な
電
力
の
供
給
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

原料（パルプ）

紙

木材

ボイラー

木材チップ

電力は
外部へも
供給 電力・蒸気

パルプ製造設備パルプ製造設備
工場内で使う
動力源・熱源
として活用

紙とエネ
ルギー

つくる仕組みが
あります

●石炭を微粉化して燃焼させる微粉炭ボイラーで使用でき
る木質原料を由来とする新しいバイオマス燃料の研究を
進めています。燃焼効率の高い微粉炭ボイラーで、大気
中のCO2を増やさない＊1木質原料を燃やすためには石炭
同様に微粉化する必要があり、粉砕のしづらさが課題でし
た。新技術では、適切な条件で半炭化（トレファクション）＊2

することで、粉砕性を改善し、石炭との代替比率を向上さ
せることが可能になります。

＊1 木質原料を燃やした場合に発生するCO2は、木が成長過程
で光合成により大気中から吸収したCO2に由来するので、CO2を
排出しないと見なされます（カーボンニュートラル）。
＊2 木質原料を完全に炭化させると、粉砕性が向上する一方で、
燃焼エネルギーの半分程度が失われます。そこで、必要な粉砕性
を得られる程度に加温して炭化を抑え、燃焼エネルギーを残す意
味で半炭化と呼ばれます。

新しいバイオマス燃料を
研究しています

全国各地に電力を
供給できます

●工場は全国に点在しており、全国各
地に電力を供給できます。またそれ
ぞれの工場は電力会社と送電線で
つながっているため、新たに送電線
を引き込む必要がありません。
●広大な社有地を利用して、太陽光
発電などの導入も検討しています。

製紙設備

製紙工場には
木材から紙と

エネルギ
ーを

強み

電力事業に取り組んでいま
す

日本製紙グループでは、強み
を生かして
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黒液 RPF

●

非化石燃料

ペーパースラッジ廃タイヤ

建築廃材

石油

●

化石燃料

石炭

木の繊維が原料（パルプ）に、
接着成分が燃料（黒液）になります。

多くの工場が発電所を持っていたことから、東日本大震災
の際は、電力会社の要請に応じ、速やかに地域へ電力供
給をすることができました。

（株）日本製紙グループ本社　エネルギー事業部 主席技術調査役

福岡 和彦

●黒液をはじめとする様々な燃料を使用して発電するノウハウが蓄積されています。
●2012年4～9月の実績では、標準世帯で32万世帯※相当の電気を電力会社
などを通じて地域社会に供給しました。※32万世帯は高知県の世帯数に相当します。
●ボイラーでつくられた蒸気でタービンを回して電気をつくりますが、さらに発電に
使用した蒸気も熱源として生産工程でムダなく使われています。このように発電
の際に生じる電気・蒸気を総合的に活用するコジェネレーションシステムを利用し
ていることから、エネルギー使用効率は電気会社の約２倍となっています。

33 発電技術と電力供給の
実績があります

●製紙用原料調達のために築いてきた、日本一の木材チップ
集荷ネットワークがあり、燃料用の木質バイオマスについて
も安定的に調達できます。

木材自給率５０％を目指す森林・林業再生
政策によって、森林整備の推進や山村地
域の活性化に結び付く、木質バイオマス
の利活用の拡大が予想されます。日本製
紙グループは、既存の集荷ネットワークを
生かしながら対応していきます。

日本製紙（株） 林材部　部長代理

松本 哲生

11 燃料調達の
ネットワークがあります

燃料（黒液）

木くず

トピックス   1

発電設備を持つ製紙工場では、黒液以外にも、木の製材などで出る木くず
や建物を解体する際に出る廃材、紙としてリサイクルできなくなった繊維な
ど様々なものをバイオマス燃料として発電しています。その他、廃棄物を原
料としたRPF※1や廃タイヤなども燃料として有効に利用し、化石燃料の使
用抑制に努めています。※2

※1 RPF: Refuse Paper and Plastic Fuelの略。紙ごみ、廃プラスチック
などを原料とする高カロリーの固形燃料。

※2 ちなみに、日本製紙グループの非化石エネルギー（石炭・重油などの化石
燃料以外）の使用割合は４５％となっています。

黒液以外の非化石燃料も有効活用しています。トピックス   2

繊維
（セルロース）

接着成分
（リグニン）

●

木の主成分パルプの製造設備では、木の繊維（セル
ロース）をパルプとして、接着成分（リグ
ニン）を黒液としてそれぞれ取り出して
います。そして、パルプで紙をつくり、黒
液はボイラーで燃やしてエネルギーとし
て利用しています。

木の成分を余すことなく活用しています。トピックス   1

黒液のほか
様々な燃料で
発電しています。

トピックス   2


